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教育人類学と子ども社会研究：鵜野

注
仙 江渕(1982)は､EdgerL.Hewe枕がAmericanAnthropologist誌に掲載した2本の論文"Anthropology

andeducaUon"(1904)､''Ethnicfactorsineducation"(1905)を以って、彼のことを「人類学者として、

教育問題に関する確かな言及をした最初の人｣であり、「『アメリカ教育人類学の父』と呼ばれるにふ

さわしい存在」と指摘している（同138)。またアメリカ教育人類学の歴史を、(1)戦前までの伝統的

人類学における、散発的に教育(文化伝達)研究が行われた段階一前史的段階、(2)戦後の、ある

程度組織的に教育(文化伝達)研究が行われるようになった段階一｢教育人類学｣への胎動期、お

よび(3)教育人類学専門の学会が結成され、組織的に教育(特に学校における文化伝達に関心)研究

が行われるようになった段階一｢教育人類学｣の成立期、の3期に区分している（同137-138)。

原喜美によれば、Montessoriが1900年から1907年までローマ大学で行った「教育的人類学

{pedagogicalanthropology]」の講義以来この呼称がはじまったとされる（原1955:64)が、一方、柴

田義松は、この語がロシアの教育学者K.D.Ushinskiiの主著『教育の対象としての人間一教育的

人間学試論』(第1巻1868,第2巻1869,第3巻草稿のみ残存）の表題に"neUarorli[IecKoji

aHTpoⅡoJII､M1f'としてすでに用いられていることを指摘している（柴田1993:248、ウシンスキー

18681869/1967)。

筆者自身の｢教育人類学｣の定義については、鵜野(2000:2627)を参照のこと。

ここに挙げた3つの領域以外に、「教育社会学｣｢教育心理学｣｢国際教育(学)｣｢比較教育学｣｢臨床教

育学｣なども類似する対象と視角を持つ領域であるが、紙幅の都合上割愛させていただく。

厳密にいえば、子どもを対象としない成人教育は｢子どもの人類学｣の研究対象とならないであろ

うし、逆に、教育もしくは文化伝達の視点を持たない「子どもの人類学｣研究も可能と考えられ、

両者の対象領域が完全に一致するわけではない。

助卿沈Cc"jgγNを"s.Vbl.13,no.3,AmericanFolklifeCenter,'I11eLibraryofCongress.1991.

日本の教育人間学について詳しくは、森(1962)、蜂屋(1985)、和田(1994)、皇・矢野(1999)を参

照のこと。

｢子どもの民俗学｣の近年の動向に関して、Sutton-Smith(1999)、Tucker(2008)を参照されたい。ま

た日本における「チャイルドロア｣研究の構想に関しては、加藤(2003)を参照のこと。

大久保(1999)によれば､「文化の伝達」という概念は、社会学における「社会化｣や心理学における

｢学習」から一線を画するために文化人類学者によって1950年中頃に提起され、社会構造からのア

プローチを取る研究に受け入れられてきた。一方、「文化の習得｣概念は行為者個人に焦点を当てた

モデルであり、1980年代に優勢となったが、1990年代には再び｢文化の伝達｣が主流となった。そし

て「文化の構築｣概念は、両者を止揚すべく1998年にSingletonによって提唱されたもので、個人と

社会の関係性が重視されている。

アメリカでは1980年代に社会が保守化したために、ビジネス界の学校教育への要請から教育効果

を上げて社会問題を解決する手段として教育を捉えることに関心を示す者が増加した。こうした研

究者を「テクノシスト」と称する（大久保1999:229)。

筆者の構想する「子どものコスモロジー」について詳しくは鵜野(2009:1-31）を参照のこと。
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